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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月14日(2011.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユニットバスの壁面を構成する壁パネルと、
　前記壁パネルの上端に周縁部が載置されるとともに、前記壁パネルの表面側に垂下形成
される垂下部が一体形成された樹脂製の天井パネルと、
　前記天井パネルの垂下部に対して水平方向に間隔を空けて固定された樹脂製の目地受け
部材と、
　前記天井パネルと前記壁パネルの間の隙間を気密的に塞ぐために、前記目地受け部材に
対して嵌合固定される天井目地と、を備え、
　前記目地受け部材が撓むことを防止するために、前記目地受け部材の上部および下部は
、水平方向の位置ずれを規制するように前記壁パネルに嵌合されていることを特徴とする
ユニットバスの天井目地構造。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一様態によれば、
ユニットバスの壁面を構成する壁パネルと、
前記壁パネルの上端に周縁部が載置されるとともに、前記壁パネルの表面側に垂下形成さ
れる垂下部とが一体形成された樹脂製の天井パネルと、
前記天井パネルの垂下部に対して水平方向に間隔を空けて固定された樹脂製の目地受け部
材と、
前記天井パネルと前記壁パネルの間の隙間を気密的に塞ぐために、前記目地受け部材に対
して嵌合固定される天井目地と、を備え、
前記目地受け部材が撓むことを防止するために、前記目地受け部材と前記壁パネルの上部
および下部は、水平方向の位置ずれを規制するように嵌合されていることを特徴とするユ
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ニットバスの天井目地構造を提供する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
以上のように構成されたユニットバスの天井目地構造によれば、間隔を空けて取り付けら
れる目地受け部材のネジの間が温度変形して撓みそうになった場合であっても、目地受け
部材の上端と下端とが、それぞれ天井パネル１の第３の垂下部５、および壁パネル２と天
井パネル１の第２の垂下部４とで形成されるクリアランス部１０に嵌合されているため、
水平方向の位置ずれが規制される。つまり、温度変形による目地受け部材１１の水平方向
の撓みを抑制することとなるため、天井目地１６が波状に撓んだ状態とならない。このよ
うに、長期的に天井目地１６を所定の位置に位置決めできるため、意匠性と気密性に優れ
たユニットバスの天井目地構造を提供することが可能となる。
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